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平成28年３月橋本市議会定例会会議録（第３号）その７ 

平成28年３月８日（火） 

                                           

                                     

（午後３時30分 再開） 

○議長（中本正人君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番12、５番 坂口君。 

〔５番（坂口親宏君）登壇〕 

○５番（坂口親宏君）皆さん、こんにちは。

坂口親宏です。 

 きょうは、いつもあまり身なりを良くして

いないんですけれども、見てくれあまり気に

していないんですけれども、家で一番いい背

広、スーツを着込んでやってまいりました。

誰が気づいてくれるのかなと思っていました

ら、午後になりまして、副市長が「きょうは

ぱりっとしとるやないか」と言っていただき

ました。大変うれしゅうございました。きょ

うは一番の背広、いわゆる一張羅を着込んで

やってまいりました。 

 といいますのも、２月22日、前畑秀子の朝

ドラ誘致の話で、岐阜市議会議員、名古屋の

市議会議員が橋本市に来訪をしていただきま

して、私どもと意見交換をさせていただきま

した。３月３日、岩本たかひろ議員が名古屋

市議会で前畑秀子の朝ドラ誘致の話をしよう

という、そんな代表質問をされております。

これを受けまして、信田議員も岐阜でも市議

会でおそらく一般質問をされております。 

 私も、進捗状況をそれではお尋ねしますと

いうふうに申し上げますと、現在流れており

ますユーストリーム、あるいは、名古屋の市

議会では本会議が今、開催中でございますの

で、おそらく録画中継、ユーチューブでご覧

になっていただいているんじゃないかと思い

ます。岐阜、そして、名古屋でそれぞれこの

橋本市議会の本会議の中継を、固唾をのんで

見守っている。といいますのも、今回、２項

目め、朝ドラ誘致についての進捗状況をただ

しますので、行政側の答えを、どのような答

弁をされるのかというところ、息をのみなが

ら見ているというところだと思います。 

 実は、私、夢がありまして、議員としての

ちっぽけな夢なんですけれども、いつもこう

やって登壇しまして、行政側の皆さんからご

答弁をいただきますね。そして、議長にこう

ただされます。「５番 坂口君、再質問はあり

ませんか」と。私、ちっぽけな夢なんですけ

れども、一度でいいので、「議長、すばらしい

ご答弁をいただきましたので、再質問は一切

ございません」とお答えするのが、私の議員

としてのちっぽけな夢なんですね。きょうは

その夢が叶いますかどうか。あすは新月で、

夢が叶う日とされているんですが、きょうは

１日早いので、夢が叶うかどうかというとこ

ろなんですけれども、それはご答弁の内容に

ひとつ期待をしたいと思います。 

 きょうは、岐阜、名古屋でそれぞれこの本

会議の中継、ご覧になっていただいていると

思います。その私の夢が叶いますと、皆さん

お待ちかねの２項目めのご答弁、それ、恐ら

く夢が叶いますと15分後ぐらいになろうかと

思います。不本意ながら、満足なご答弁がい

ただけなかった場合には、おそらく、この後、

40分から45分後ぐらいになるんじゃないかと

いうふうに思います。それだけの時間がかか

るかもしれませんけれども、どうぞパソコン

の前をお立ちにならずに、１項目めのオリン

ピック地域活性化についてのお話も、大変、

議員としては興味深いお話だと思いますので、
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よろしければ、お時間ありましたら、岐阜の

皆さん、そして、名古屋の皆さん、１項目め

のオリンピックのお話もおつき合いをいただ

けたらなというふうに思います。 

 何か皆さん、私の胸元に視線が感じられる

んですけれども、きょうは三途の川の渡し賃、

六文銭を胸につけてやってまいりました。こ

れ、別に、決死の覚悟で質問に立っているん

ではございません。きのう、同僚議員からも

「真田丸」の話がありました。そして、明日

も同じ会派の同僚メンバーから、「真田丸」に

ついての、地域の活性化についての話があろ

うかと思います。 

 今、「真田丸」、おもしろいですよね。皆さ

ん、見ていますか。２月28日、「調略」という

おもしろい話がありました。ちなみに、経済

部長から、きのうは、信州の上田で30％の視

聴率を稼いだというようなお話がございまし

た。これ、ＮＨＫの関係者の方がお話をされ

ているんですから、確かな数字だと思います。

九度山も30％行っていると思いますよ。この

橋本市も日曜日の夜８時、飲食店から人が消

えると聞いています。おそらく、30％は行か

なくても二十数％の数字は稼いでいると思い

ますよ。 

 この１年間、「真田丸」を相手に橋本市はど

のように過ごしていくのか、大変、議員とし

ても興味深いものなんですけれども、「真田

丸」、そして、ＮＨＫの朝ドラ、ＮＨＫの制作

担当者に伺いますと、大河と朝ドラでは、Ｎ

ＨＫはこけるわけにはいかないんだとおっし

ゃっています。ですから、ＮＨＫも社運をか

けての制作にあたっているということですね。 

 今、「あさが来た」もおもしろいですよね。

２月 22日から 28日までの平均の視聴率が

24.4％、ちなみに、「真田丸」も関西統計で

17.4％の視聴率をとっています。これ、３番

目のドラマの視聴率が14.9％ですから、ＮＨ

Ｋの大河と朝ドラでツートップをとっている、

ワンツーをとっているという、これだけ社会

的に大きい番組をＮＨＫが制作しているとい

うことです。ですから、私が申し上げたいの

は、単に１番組の制作だけではなく、ロケの

誘致だけではなく、社会的に大きい番組を

我々は誘致をしているんだというようなこと、

ぜひ、ご理解をいただけたらなというふうに

思います。 

 申しわけありません、皆さん、お疲れだと

思うんですけれども、２日目のこの時間の深

い時間帯、本当にお疲れだと思うんですけれ

ども、しばらくおつき合いをいただきたいと

思います。 

 通告書なんですけれども、もう皆さん、お

手元の通告書どおりです。簡単にご説明申し

上げておきます。 

 １項目め、2020の東京の話です。そのオリ

ンピック・パラリンピックの活用を地域活性

化にしようという、活性化戦略について結び

つけていただきたいという、こんなお願いご

とです。 

 小さい項目で、一つ目。東京オリンピック・

パラリンピックを活用した地域活性化推進首

長連合、市長連合というのがあるんですが、

本市は加盟していないんですよ。何でかとい

う話を伺います。 

 それから、二つ目なんですけれども、本市

はオリンピックを活用した地域活性化につい

て、どのように取り組んでいくのかという話

です。滝川クリステルが、おもてなしという

言葉で、皆さんご存じだと思うんですが、本

市は2020の東京オリンピック、東京2020を前

に、どのようなおもてなしをするのか伺いま

す。 

 それから、三つ目なんですけれども、カル

チュラル・オリンピアード、いわゆる、既存

のスポーツ施設などを活用したスポーツイベ
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ント、本市はどのように考えていらっしゃる

のか、そんなんせんでもええんちゃいますか

と、あるいは、それを地域の活性化について

結びつけていこうというのか、行政当局とし

てのお考えをお尋ねしたいと思います。 

 それから、４項目めなんですが、大学生、

社会人のキャンプの誘致に向けて、これまで

の誘致活動の実績と進捗状況、成果はどない

ですかという話を伺います。 

 それから、５番目ですけれども、ナショナ

ルチームのキャンプ地、誘致活動、ロビー活

動はどうなっていますかというお話です。 

 そして、６番目、そのナショナルチームの

キャンプ地誘致、メリットとデメリットはど

うでしょうか。そして、その経済効果は、社

会的効果はどうですか、メリットはどうです

かという話を伺います。 

 2020の東京オリンピック、千載一遇のチャ

ンスだと思います。地域を活性化させるため

に、本市はどのように取り組んでいくのか。

これ、皆さんね、私も手前みそで大変恐縮な

んですが非常に良くできていまして、自分で

褒めるのも何でございますけれども、小さい

項目の２番目、これは、１番目、２番目、こ

れ、リンクされていまして、２番目は１番目

の布石になっていまして、３番目は２番目の

布石、４番目は３番目の布石、そして、一番

聞きたいのが、５番目と６番目になっており

ます。ナショナルチームのキャンプ地誘致活

動は、本市はどのように考えているのかとい

うようなお話です。ちなみに、これ、橋本創

生総合戦略に載っています。後でまた、お話

をする機会があるかもしれませんけれども、

文言として、誘致をしますと橋本市はもう掲

げていらっしゃるんですね。ですから、私は

今回、別に新しい提案をしようとは思ってお

りません。創生総合戦略で掲げているナショ

ナルチームの誘致活動、キャンプ地誘致、こ

れについての進捗はどないですかというお話

を単に聞くだけでございます。 

 それから、大きな項目、２項目め。岐阜の

皆さん、そして、名古屋の皆さん、あと40分

ほど、あるいは、それぐらいかかるかもそれ

ません。前畑秀子の朝ドラ誘致、進捗状況、

これからの指針などを伺ってまいります。 

 冒頭申し上げましたけれども、議員として

の私の夢が叶いますかどうか、行政当局の皆

さんの前向きなすばらしいご答弁を期待して、

私の壇上からの質問を終わらせていただきま

す。ありがとうございました。 

○議長（中本正人君）５番 坂口君の質問項

目１、2020年東京オリンピック・パラリンピ

ック活用地域活性化戦略に対する答弁を求め

ます。 

 企画部長。 

〔企画部長（北山茂樹君）登壇〕 

○企画部長（北山茂樹君）まず、一点目の、

2020年東京オリンピック・パラリンピックを

活用した地域活性化推進首長連合への加盟に

ついてですが、現時点においては、本市は参

加していません。平成27年４月９日付で、首

長連合への呼びかけ人である新潟県三条市長

から、本市市長宛てに参加案内がありました。

この案内による首長連合の設立趣意として、

2020年東京オリンピック・パラリンピック開

催をチャンスと捉え、開催までの短い期間の

中で、地域の活性化に向けた具体的な取り組

みを戦略的かつ効果的に実践していくととも

に、各自治体の知恵と力を集結し、東京オリ

ンピック・パラリンピックを強力に支援する

とあり、この設立主義については、本市とし

ても十分賛同できるものと考えています。 

 しかしながら、その時点において、この首

長連合の活動がどのように具体的に地域活性

化に役立つのか判然としていなかったこと、

また、首長連合への加盟の呼びかけも、当初



－145－ 

は全国的な呼びかけではなく、特定の市町村

に限られ、その後、随時受け付けられている

という二点の理由により、参加を見送りまし

た。 

 一方、本市は、昨年10月に橋本創生総合戦

略を策定し、基本目標の一つを、橋本市への

新しい人の流れをつくるとして、交流人口の

増加を掲げています。この中で、2020年オリ

ンピック・パラリンピック東京大会開催にあ

たり、選手団のトレーニングキャンプ地誘致

を行うなどスポーツツーリズムを推進してい

くこととしています。この総合戦略の趣旨に

鑑み、本市としては、案内のあった昨年４月

時点での参加は見送りましたが、今後、首長

連合の活動を注視し、地域活性化への有効性

を見極めながら参加を検討してまいりたいと

考えます。 

○議長（中本正人君）教育次長。 

〔教育次長（坂本安弘君）登壇〕 

○教育次長（坂本安弘君）次に、二点目のオ

リンピックを活用した地域活性化への取り組

みについてですが、現在は特にオリンピック

を活用した取り組みは行っておりませんが、

和歌山市の秋葉山プールに、2020年東京オリ

ンピック・パラリンピック競技大会の事前キ

ャンプに、スイミングカナダチームの招致が

決定したことにより、今後ますますナショナ

ルチームのキャンプ地誘致が活気づくことと

思われます。 

 本市においても、紀の国わかやま国体の会

場となった県立橋本体育館や橋本市運動公園

多目的グラウンドを、ナショナルチームのキ

ャンプ地として、誘致できるのか。また、あ

わせて、橋本ブランドの発信やシティーセー

ルスなども、経済部と連携しながら検討して

まいります。 

 次に、三点目の本市の既存スポーツ施設な

どを利活用して、スポーツコンベンション誘

致の意義と必要性の認識についてですが、本

市には、平成27年に、紀の国和歌山国体のバ

レーボール競技の会場となった県立橋本体育

館とサッカー競技の会場となった橋本市運動

公園多目的グラウンドなどの施設があり、以

前から、社会人や大学生などのスポーツ大会

やスポーツキャンプの会場として利用されて

います。 

 紀の国わかやま国体など、県下での大きな

イベントの開催を契機に、市内にシティーホ

テルも開業され、今後ますます利用されるこ

とを期待しています。 

 次に、４点目の現在までのスポーツ大会や

キャンプの誘致活動の実施と成果については、

本市のスポーツ施設を利用した、一般と大学

生のスポーツ大会利用実績としまして、県立

橋本体育館では、平成26年度は13件で、3,354

人、27年度は、国体開催による利用者も含め、

今年２月末日までに27件、１万8,194人の利用

となっています。 

 また、スポーツ合宿の利用実績は、平成26

年度は２件、290人、27年度は、１件、96人と

なっています。 

 次に、橋本運動公園多目的グラウンドの一

般と大学生の利用実績については、平成26年

度は14件、2,283人、平成27年度は国体開催に

よる利用者も含め、２月末日までに18件、

7,280人となっています。 

 次に、スポーツコミッションの現状につい

てお答えします。 

 平成26年６月橋本市議会定例会の18番議員

の一般質問でも答弁していますが、平成26年

３月に策定した橋本市スポーツ推進計画に、

スポーツイベントを観光資源として捉え、「ス

ポーツ＋観光」による連携組織、いわゆるス

ポーツコミッションの構築も視野に入れ、行

政、スポーツ関係団体、観光団体、企業、地

域との協働のもと、まちづくり施策と連動し
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たスポーツ観光戦略を検討すると定めていま

す。 

 昨年、和歌山県で開催された紀の国わかや

ま国体では、全国各地から選手・監督や応援・

観覧者が多数橋本市を訪れ、行政、ボランテ

ィア、競技団体、企業などが連携して国体を

成功に導きました。国体の開催を契機として、

今後もスポーツコミッションの構築に取り組

んでまいりたいと考えます。 

 次に、五点目のスポーツ推進計画に定める

スポーツ大会の誘致については、昨年開催さ

れた国体サッカー競技のプレイベントとして、

なでしこサッカーリーグやバレーボールＶチ

ャレンジリーグなども行われました。今後も

継続的な開催を働きかけるとともに、本市ホ

ームページなどで、他の大会・キャンプ誘致

に向けたスポーツ施設の情報発信に努めてま

いります。 

 次に、ナショナルチームのキャンプ地誘致

活動について、本市のスポーツ施設や宿泊施

設の実情に即した競技種目やチーム規模にな

るかと思いますが、今後、調査研究をしてま

いります。 

 最後に、六点目の、ナショナルチームのキ

ャンプ地誘致に成功した場合のメリットです

が、本市のＰＲをはじめ選手・監督や観覧者

の宿泊や食費、交通などの消費拡大などが考

えられる一方で、デメリットとしましては、

ナショナルチームのキャンプ目的にあわせた

競技会場の整備や宿泊施設の確保、受け入れ

体制を整えるための人員配置などが考えられ

ます。 

 また、経済効果については、現在のところ

効果額として出せませんが、前段でも申し上

げたとおり、選手・監督・観覧者の宿泊・交

通・観光などの消費拡大につながるものと考

えます。 

 教育効果については、レベルの高いスポー

ツ競技を間近で見られることによる児童・生

徒のスポーツへの関心や競技レベルの向上な

どが期待できると考えます。 

○議長（中本正人君）５番 坂口君、再質問

ありますか。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）夢は叶わないから夢に

終わるんでしょうかね。丁寧にお話をいただ

いたんですけれども、大変恐縮ではございま

すけれども、てんこ盛りにて再質問をさせて

いただきます。岐阜、名古屋でご覧になって

いらっしゃる皆さん、もうしばらくお待ちく

ださいませ。 

 冒頭、申し上げたんですけれども、私の今

回の質問の全ての集約は５項目め、６項目め

にかかっております。また、後ほど聞いてま

いりますけれども、社会人、大学生のキャン

プ地誘致はなぜ必要なのか。それは実績がな

いと、なかなか即ナショナルチームのキャン

プ地誘致というわけにはまいりません。 

 この間、上富田町に行ってまいりました。

あと、上富田町はスポーツのまちで、今、ま

ちおこしと上げているんですけれども、既に

４年後の東京五輪に向けまして、ラグビー、

サッカーのキャンプ地の誘致を積極的に取り

組んでいらっしゃいます。私が行ったときに

も、社会人のチームが１チーム、サッカーの

チームが１チーム、それから、大学生の野球

のチームもありましたっけ。常に、大学、社

会人とキャンプを張っているところです。 

 私が申し上げているのは、なかなか即、て

んこ盛りというか、和歌山県から、あるいは、

スポーツ団体から、本当にある日突然降って

くるような話ではないと思っています。です

から、社会人あるいは大学生のキャンプ地誘

致を積極的に行って、そのオペレーションを、

橋本市はぜひスムーズにできるようにしてい

ただきたいと、そんな思いでこの質問を組み
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立ててございます。 

 今、教育次長からも、社会的経済効果、そ

れと、社会的効果、あるいは、教育効果のお

話も頂戴したんですが、やはり、これは専門

の部長さんにお話を伺いたいと思います。経

済部長もおいでになっていらっしゃいますし、

教育長もまだお話をしたそうにされていらっ

しゃいますので、教育の立場から、もし、ナ

ショナルチームが誘致されてきた場合、子ど

もたちにどのような夢と希望を与えられるの

か。そういうお話と、そして、具体的に経済

効果、冒頭、申し上げましたでしょう、シテ

ィーセールス、あるいは、はしもとブランド

の情報発信、2020東京というのは絶好の機会

だというふうに申し上げています。既にもう

350を超える団体が、いろいろな地域活性化の

ための施策を練っていらっしゃいます。橋本

市は既にこの段階で出遅れています。このあ

たりは、経済部長としては、まずどのように

お考えなのか。 

 そして、続いて、手を挙げていただいて、

教育長は、教育的効果からどのような見識を

持っていらっしゃるのか、お二方、続けてご

答弁をお願いいたします。 

○議長（中本正人君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）議員言われますよ

うに、スポーツイベントとか、トップアスリ

ートの方が来られて、その合宿とか、練習で

も構わんと思うんですけど、来ていただいた

ときに、非常にやっぱりインパクト、対外的

にもできるんではないかというふうには考え

ています。それに伴って、大勢のファンであ

ったり、関係者が来られたときに、観光サー

ビスメニューを提供して、スポーツと観光を

結びつけていくことで地域の活性化が図れて

いくと思います。ただ、橋本市にそれだけ充

実したスポーツ施設が全て整っておるかとい

うと、決してそうではないように感じており

ます。これはやっぱり、橋本市単独ではなく

て、周辺の自治体と連携しながらスポーツ施

設への誘致というのも必要ではないかという

ふうに考えています。 

 私、考えるには、必ずしもそういったスポ

ーツ施設がないとスポーツツーリズムではな

いというふうには考えていません。といいま

すのは、せんだって、メガスポーツ、イオン

のグループ関係なんですが、メガスポーツと

連携しまして、橋本歴史ウォーキングイベン

トという、いわゆるスポーツツーリズムとし

て位置付けたイベントを行いました。県外・

市外の方を中心に320人の方が橋本市に来て

いただいて、これも実は、もっと応募があっ

たんですが、いろんなキャパの関係で320人に

させていただいたんですけど、ただただ、い

ろんなところ、名所巡りをしながら、また、

食べるところへ寄っていただきながら、国城

のほうにまで上がってもらったんですけど、

そういったところ、要所要所を見ていきなが

ら、ウォーキング15キロコースと５キロコー

スを実施しました。 

 その際に、ワールドカップに２回出場した

ディフェンダーの秋田選手と箕島高校で連覇

優勝した石井投手、今、木村選手といわれる

んですけど、西部時代にも優勝されたそうい

う選手に来ていただいて、非常に全体として

のＰＲ効果があったと思います。奈良県のイ

オンのほうでもＰＲしていただいたので、非

常にたくさんのイオンのお客さまが来ていた

だきました。そういったことも、たとえスポ

ーツ施設がなくても、スポーツツーリズムに

私はつながっていくんではないかというふう

に考えております。 

 冒頭、地方創生で、また、議案審議のとき

に補正で今提案させていただいておる内容に

つきましても、今年の第１回に引き続いて第

２回のウォーキングイベントを実施したいと、
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そういう思いでの提案でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中本正人君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）議員のご質問にお答

えします。 

 今年度、紀の国わかやま国体につきまして

は、橋本市の小学生、中学生がバレー・サッ

カー競技を見せていただきまして、ソフトボ

ールも含めて、一緒になって応援する姿を私

も見せていただきました。子どもたちはまさ

に感動をして、手をたたき、拍手を送り、声

援を送って競技を見ておりました。きっと、

子どもたちの多くが、生涯にわたって、その

思い出を残して、スポーツ選手に対する憧れ、

また、感動といいますか、感動する喜び、こ

れを味わえたんではないかなと思っています。

これもまさに、紀の国わかやま国体がこのよ

うな形で本市で開催できたということによる

ものであると思っています。 

 議員の今後の、いわゆるオリンピックに向

けて、また、ナショナルチームの誘致、もっ

とその以前に、大学生であるとか、社会人で

あるとかのプレーを子どもたちに見せること

による教育的効果につきましては、やはり同

じことが言えると思っています。 

 ただ、今回の紀の国わかやま国体につきま

しては、１学級なり、１学年なりが一緒に見

にいくというスタンスでございましたけども、

今後、子どもたちの趣味や、いわゆる、自分

の意欲によってその競技を見にいくことが、

より一層、子どもたちの、いわゆる生活につ

ながるものである、そのように実感しており

ます。そういう意味でいうと、大変貴重な体

験を子どもたちは味わうことになると、その

ように思います。 

○議長（中本正人君）５番 坂口君、再質問

ありますか。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。結論から伺ってまいりました。経済効果、

あるいは教育的効果は間違いなくあると、後

ろ向きなご答弁は一切ありませんでしたので、

ですから、ナショナルチームを誘致すること

によりまして本市のデメリットはあまり出て

まいりませんでしたので、やれば、これは本

市の利益になるよというようなお話、まず結

論から確定付けまして、１項目めに戻ってま

いります。 

 経済産業省が、2020東京五輪に向けまして、

いろいろな東京オリンピック活用、パラリン

ピック活用の意義について示してございます。

世界中の視線が日本に向かう絶好の機会、す

なわちスポーツに関係するか否かにかかわら

ず、地域企業の魅力や実力を世界にＰＲする

またとないチャンス。競技会場や事前キャン

プ地といった直接の関係地域、企業でなくと

も、このチャンスをうまく活用できれば、莫

大な宣伝効果が得られる。 

 他方、待っているだけでは、この機会を現

実の勝機にはできないと、経済産業省がこの

ような指導をされています。その中の一つと

して、先ほどお尋ねしました１項目めに戻り

ますけれども、2020年を活用した地域活性化

の取り組みを検討する、東京五輪・パラリン

ピック地域活性化推進首長連合、市長連合が

設立された。これ、新潟県の三条市が音頭を

取ってやっているんですけれども、350の有志

が既に名前を挙げております。昨年の12月10

日現在で350の市や町です。271の市、そして、

67の町、そして、12の村ということです。 

 和歌山県で見ますと、和歌山市、海南市、

有田市、近隣では、かつらぎ町、高野町、南

紀のほうでは白浜町、上富田町といったとこ

ろが名前を連ねています。別に、任意団体で

すから、入ってくださいというお願いじゃな

いんですよ。何で入っていないんですかとい
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う、そういったシンプルな質問でございまし

た。ですから、私のお願いごとが、先ほども

冒頭から何回も申し上げているように入って

も入らなくてもいいんですけれども、広域で

やっていかないといけない、東京五輪の地域

の活性化、少なくとも隣、大きなスポーツ施

設のないかつらぎ町、高野町が名前を挙げて

います。本市がなぜ、手を挙げていないのか

というふうに、シンプルな疑問に思っただけ

です。入っていただかなくても入らなくても、

それは結構だと思うんですけれども、経済産

業省が、少なくとも2020を絶好の機会にしま

しょうというように提唱しているわけですか

ら、何らかの施策を練っていただきたいなと

いうふうに思います。 

 ちなみに、いろいろともう既にいろいろな

自治体が、この施策を打っています。例えば、

商店街等における訪日観光客取り込みに向け

た取り組み、もちろん、Ｗｉ－Ｆｉの無料設

置はそうなんですが、英語、ちょっと通じま

す商店街といったような、こういったアイデ

ア、ほんの少しのアイデアでおもてなしを具

現化しようという、そういった自治体も出始

めております。ちょっとしたことなんですけ

れども、本市としても何かこういった取り組

みができないかどうか。 

 はしもとブランドの推進、はしもとブラン

ドの発信、シティーセールスもこれからどん

どん橋本市を売っていただきたい。そのため

にはこの好機を何としても成功に導いていた

だきたい。あと３年先、４年先と言っていま

したら、あっという間に時が流れちゃいます

よ。 

 今、教育次長のお話では、例えば、スポー

ツコミッションのお話でも、検討するだけ、

機能しているかどうかということをお尋ねし

ているんですけれども、教育次長、もう少し

ちょっと踏み込んでお話を伺いたいと思うん

ですけれども、以前、同僚議員が一般質問で

もされていますけれども、そのときと同じよ

うに思うんですけれども、機能しているのか

どうか。機能しているのであれば、どのよう

にオリンピック誘致に向けて、キャンプ地誘

致に向けて機能をしているのか、大学生、社

会人のキャンプ地誘致に向けて機能している

のか、そこのところを何とか、もう少し詳し

くお話ししていただけたら大変うれしゅうご

ざいます。 

○議長（中本正人君）教育次長。 

○教育次長（坂本安弘君）お答えをいたしま

す。26年度、27年度とこういった質問を何回

かいただいておりまして、そのたびにいろん

なことを検討させていただくと、スポーツ推

進計画に基づいて実施させていきたいという

ようなことを、ご答弁は申し上げております

が、現実として、いわゆる大学生、社会人の

キャンプなり合宿が、実績として伸びていな

いのが現実でございます。 

○議長（中本正人君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）次長、その原因は何で

しょうか。せんだって、上富田町に行きまし

たときに、生涯学習課の職員の方は、積極的

に旅行会社であったりとか、そういったとこ

ろにキャンプ地誘致の話を持っていって、そ

れだけにはとどまらず、上富田町の職員自ら

が、旅行業務取扱主任資格者の資格をとろう

という、そういった勉強もされていると、そ

んなふうに伺いました。積極的な営業活動は

されていらっしゃるのかどうか、そこのとこ

ろが非常に大事でございます。 

 棚から餅が降ってくるように思っていらっ

しゃるのか、積極的に、やはり、これ、自治

体間の競争になっていると思いますよ。同じ

ような体育施設は全国いくらでもあると思い

ます。関西空港から１時間圏内です。間違い

なく利便性のいいところです。その利便性を
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生かした誘致活動というのが、きっと功を奏

すすと思います。そのための営業活動、ロビ

ー活動というのは、もしできていないのであ

ればそれで結構ですけれども、今後どのよう

にされていこうと思われているのか、戦略的

なお話をちょっとでもしていただけたら大変

うれしゅうございます。いかがでしょうか。 

○議長（中本正人君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）議員、今おっしゃら

れたとおり、土地の利便性等もございます。

ただ、上富田町は上富田町独自の、いわゆる

施設や観光風土も持っておることも事実です。

橋本市の持っている、いわゆる資源を、再度

点検しながら、経済部とも連携して、先ほど

お話しさせていただいたとおり、連携して、

進められるところは進めていきたいと。ただ、

橋本市の、いわゆる持っている資源の活用と

いう形で進めていきたいと、このように思っ

ています。 

○議長（中本正人君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。もうこれ以上、教育長にお伺いすること

はありませんから。 

 ただ、もう一つ、お話を伺いたいのが、全

てのチャンネルを生かした誘致活動をしてい

るのかどうかということを伺います。橋本市

は、アメリカカリフォルニア州のロナ・パー

ク市と30年以上のおつき合いがありますけれ

ども、このチャンネルを生かしているのかど

うか。このロナ・パーク市に全米に通じるス

ポーツ関係者、あるいは、ネットワークがあ

るのかどうか。ここのところと接触をして、

誘致活動をされているのかどうか、伺います。

担当室は、企画部ですか、企画経営室ですか、

もし、お答えいただいたら。やっているのか

どうかと、もしやっていないのであれば、そ

の理由。もしやっていらっしゃるのであれば、

その進捗状況、お願いいたします。 

○議長（中本正人君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）現在のところ

は、そういった活動はいたしておりません。

その理由なんですけども、やはり、まず今後、

姉妹都市に情報を、あるいは営業をしていく

ということになりますと、具体的なこちらか

ら提供できるネタというのが必要になってく

ると考えています。ですから、橋本市はどう

いうような競技を誘致したい、あるいは誘致

の規模はどれぐらいという、そういったとこ

ろが整った段階で営業活動をしていくという、

そういう方法が考えられますので、その時期

等について、あるいはどういうふうな誘致メ

ニューといいますか、そのあたりが固まった

段階で検討はしてまいります。 

○議長（中本正人君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。まだ何もおやりになっていらっしゃらな

いということですね。30年以上の姉妹都市で

すから、税金も投入して友好交流団も派遣さ

れていらっしゃいますから、おつ合いされて

いる方もいらっしゃると思いますね。英語の

堪能な職員もいらっしゃるでしょう。国際電

話１本で、いろんな情報をとれると思います。

まず、事前調査、ぜひなさっていただけたら

なというふうに思いますけれども、何かござ

いますか。はい、どうぞ。 

○議長（中本正人君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）メールのほう

で、ロナ・パーク市のほうへは、オリンピッ

クの、しばらくは次のリオしか見ていないか

もわかりませんけども、さらにその次の東京

オリンピックに関する、選手であるとか、監

督であるとか、そういったところについては、

メールで紹介の案内はさせていただいており

ます。 

○議長（中本正人君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）さすが、企画経営室長、



－151－ 

抜かりありませんね。メールでもう既におや

りいただいていたんですね。失礼いたしまし

た。 

 まだ、競技の話をされていましたけれども、

どの競技かというようなこと、これはやっぱ

り戦略的にお考えいただかないと。だって、

持っている施設は限られているじゃないです

か。県立体育館、それから、競技場、プール、

限られていますから、ある程度、スポーツと

いうのは限定されてくると思いますけれども、

いろんなスポーツの中でも、馬術するわけに

いきませんから。それはある程度絞られると

思いますよ。ここは、教育次長にお尋ねした

らいいんでしょうか。持っているスポーツ施

設というのは決まっていますから、ある程度

競技は絞られてくると思うんですが、そうい

ったところのスポーツ団体のネットワーク、

いわゆる団体の長であったりとか、役員であ

ったりとか、そういったところと接触をされ

ていらっしゃるのかどうか、お尋ねします。 

○議長（中本正人君）教育次長。 

○教育次長（坂本安弘君）キャンプの誘致と

かという意味でございますか。現在のところ、

そういった取り組みは実施できておりません。 

○議長（中本正人君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。橋本創生総合戦略でも本当に掲げていら

っしゃるので、私、とても楽しみにしている

んですよ。2020年オリンピック・パラリンピ

ック東京大会開催にあたり、選手団のトレー

ニングキャンプ地誘致を行う、また、そのほ

か、大型スポーツイベントの誘致やキャンプ

地等に利用できる施設の洗い出し、また、各

団体等へのニーズ調査を行い、書いています

よ、ここに。しっかりと書いています。橋本

市会場とマッチングしたスポーツイベントの

実施を行う。ここにちゃんと書いてあります。

私はとても楽しみにしています。 

 2020年、2019年、日本中が東京オリンピッ

ク一色に沸きます。前畑秀子が、ひょっとさ

れると、放送されるかもしれません。2019年、

2020年、ぜひ、このオリンピックの地域活性

化の波に乗り遅れないように、橋本市は知恵

を絞っていただきたいなと、こんなふうに思

います。 

 一つだけ、ヒントを申し上げます。私もい

ろいろとない頭で知恵を絞りました。バスケ

ットボールが今、一番可能性が高いんじゃな

いかと思います。ジェリコ・パブリセビッチ

って、教育次長、ご存じですか。元ジャパン

のバスケットボールのヘッドコーチもされた

方でいらっしゃいますね。バスケットボール

では、監督と言わないんですね。ヘッドコー

チと言っています。それと、和歌山トライア

ンズの初代ヘッドコーチです。 

 和歌山県のバスケットボール協会の理事で、

和歌山トライアンズの創設者の方と、せんだ

ってお話をさせていただきました。ナショナ

ルチームのキャンプ地誘致の話をさせていた

だいたら、橋本市が積極的に手を挙げていた

だいたら、日本のバスケットボール協会と話

をさせていただきたい。ジェリコ・パブリセ

ビッチとも電話１本で連絡がとれる方です。

クロアチアのプロバスケットボールの指導者

です。ヘッドコーチです。こういった人脈を

生かして、ぜひ、誘致活動、ロビー活動を積

極的に行っていただきたいと思います。その

和歌山県のバスケットボール協会の理事の方

のお名前をここで申し上げるわけにはいきま

せんけれども、そういったチャンネルを全て

生かしていただきたいというふうにお願いを

しまして、２項目目の大きな朝ドラ誘致のお

話もありますので、このあたりで、１項目め

の大きな質問を終わらせていただきます。 

○議長（中本正人君）次に、質問項目２、（仮

称）前畑秀子物語・ＮＨＫ朝ドラ誘致活動に



－152－ 

ついての進捗と今後の指針に対する答弁を求

めます。 

 教育次長。 

〔教育次長（坂本安弘君）登壇〕 

○教育次長（坂本安弘君）前畑秀子物語・Ｎ

ＨＫ朝ドラ誘致活動についての進捗と、今後

の方針についてお答えします。 

 平成27年６月橋本市市議会定例会において、

議員より、前畑秀子朝ドラ誘致に関する一般

質問を受け、本市においても、前畑秀子朝ド

ラ誘致実行委員会が立ち上がり、平木市長も

東京のＮＨＫ放送センターに朝ドラ誘致を働

きかけるなど、積極的な誘致活動を行ってい

るところであります。 

 前畑秀子さんは、橋本市のご出身で、15歳

から名古屋市の椙山女学園で水泳をされ、昭

和11年ベルリンオリンピックで、日本人女性

初のオリンピック金メダルを獲得されました。

その後、22歳で兵頭正彦さんと結婚し、晩年

は岐阜市で過ごされ、名古屋市、岐阜市とも

深いかかわりがあります。 

 本年２月２日に、岐阜市の細江市長と職員

２名並びに市議会議員４名が、来年開催され

る「織田信長公岐阜城入城・岐阜命名450年」

のイベントの開催に先立ち、信長公の孫にあ

たる織田秀信公終えんの地である本市を訪問

されました。その際に、前畑秀子さんの朝ド

ラ誘致について説明をするとともに、双方で

協力していくことを確認しました。 

 また、２月４日には、平木市長が名古屋市

役所で河村市長と面会し、前畑秀子朝ドラ誘

致に対する名古屋市の協力をお願いした結果、

協力をいただくことになりました。 

 その後、２月22日と23日には、名古屋市議

会議員３名と職員２名が、また、岐阜市議会

議員４名が本市を訪れ、前畑秀子さんゆかり

の地と郷土資料館の前畑秀子さんに関する資

料を見学されました。 

 このたび、名古屋市と岐阜市との協力を得

ることとなり、今後は本市朝ドラ誘致実行委

員会の活動とともに、行政間においても連携

を密にし、朝ドラ誘致に向けた積極的な取り

組みを進めてまいります。 

○議長（中本正人君）５番 坂口君、再質問

ありますか。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。 

 本当になかなか進めていただいているよう

で、安心をいたしました。皆さんにも進捗状

況等も知っていただこうと思いまして、この

ような質問をしたんですが、実は、このタイ

ミングで、３月３日、名古屋の岩本たかひろ

議員がこのような質問をされています。これ

ね、ご自分の質問書と、それから、市長の答

弁書を岩本議員ご自身が送ってきたんですよ。

それから、きのうの夜でしたか、岐阜の信田

議員も河村市長の答弁書を私に送ってきまし

た。ですから、いかに岐阜、そして名古屋の

議員が、橋本市に注目をしているのかという

のがおわかりいただけるんじゃないかと思い

ます。 

 岩本たかひろ議員はこのような質問をされ

ています。「本市名古屋市も、2020年東京オリ

ンピック・パラリンピックに向けて、本市を

舞台とした朝ドラが誘致実現できれば、名古

屋市が舞台となる初めての朝ドラとなり、名

古屋市を全国に発信する絶好の機会となるは

ずです。議会としても取り組みを進めていき

ますけれども、行政としても署名活動のほか、

前畑さんに関する資料やエピソードのほり起

こしを行うなど、関係する３市でしっかりと

連携を進めていく必要があるんではないでし

ょうか」という、このような質問をされまし

た。 

 平木市長もお会いされたと思うんですが、
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名古屋市の河村市長は、これに対してこのよ

うな答弁をされています。「前畑秀子さんの話

でございますが、これはどえりゃあいい話で

ございまして、ぜひ、紀の川で泳いだという

記憶は非常に重要でございまして、この前も

橋本市の市長がお見えになった際も、ぜひ応

援しますで、橋本市が中心となってプロジェ

クトチームをつくってちょうと、全力となっ

てそれを支えますよという、そんなふうに言

ってありますで、ぜひ、これは早くプロジェ

クトチームをつくって、１人の女性の勇気あ

る活躍の道ですね、これ、大いに日本中、世

界中に広げていきたいと思っております」と

いう、このような河村市長の答弁書、これ、

岩本たかひろ議員が私に送っていただきまし

た。このような発言なんですが、橋本市が中

心となって、プロジェクトチームをつくって

ちょうという河村たかし市長のお話なんです

けれども、これについてはどのようにお考え

になっていらっしゃいますか。 

○議長（中本正人君）教育次長。 

○教育次長（坂本安弘君）私も事前に情報を

いただきまして、名古屋市議会の状況を録画

放送ですけれども、見せていただきました。

確かに、橋本市が中心となってプロジェクト

チームをつくってというようなお話がありま

したが、市長が名古屋市を、河村市長を訪問

されたときにも、そのお話をいただいておる

というふうに聞かせていただいておりまして、

その後、まだ事務局レベルですけれども、企

画部と経済部と、それから、教育委員会、そ

れから、議員活動も積極的にやっていただい

ておりますので、議会事務局も含んだプロジ

ェクトチームを立ち上げていく準備を進めて

おります。 

○議長（中本正人君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）そうなんですか。まだ

後ろ向きなご答弁があるかと思いまして、そ

れに反証するような資料をいっぱい持ってい

たんですけれども、そうですか、プロジェク

トチームをつくっていただけるんですか、次

長。ありがとうございます。岐阜、名古屋も

本当に心待ちにしていると思います。名古屋

の河村市長も、本当に全力で支えますよとお

っしゃっています。岐阜の市議会議員連盟の

方、これは有志で議員連盟を立ち上げている

んですけれども、橋本市がやってくれたら、

あと、また我々もついていきますよという、

そんな話もされておりました。 

 ちなみに、名古屋市は来月４月に、日本選

手権の水泳競技大会で、前畑さんの企画展を

行うというようになっていますね。河村市長

も、イベントをどんどんやれよというような

話もされています。ですから、これは本市と

しても、そこまでに何とかプロジェクトチー

ムを立ち上げて、名古屋と連携をできるよう

な、そんな体制をとっていただきたいなとい

うふうに思っております。そうですか、プロ

ジェクトチームをつくっていただけるんです

か。 

 それでは、もう再質問は全くないんですけ

れども、企画部長も今年最後になるというふ

うに聞いているんですけども、企画部長もい

いご答弁をされていました。専門部署の設置

については、誘致実現の可能性などの動向を

注視しながら、機会を逃すことのないように

適切な時期にプロジェクトとして設置をしま

すよという、そういったご答弁をいただいて

おります。企画部長、本当にそのようになり

ました。ありがとうございました。本当に長

い間、お疲れさまでございました。本当に、

27年の９月議会で、企画部長がこのようなご

答弁をいただきまして、そのとおりになりま

した。プロジェクトチームをつくっていただ

けますか。これで、私も名古屋の皆さんも、

本当に安堵したと思います。 
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 時間もあと11分26秒もありますけれども、

このあたりで一般質問を終わらせたいと思う

んですが、ちなみに、私、ずっと言い続けて

おりました、朝ドラジャンボ宝くじ。これは、

なかなか、坂口さん、当たるんかというよう

な方がたくさんいらっしゃいます。橋本市の

人口が６万5,000人、岐阜が42万人、名古屋が

229万人です。橋本市が朝ドラジャンボ宝くじ

１枚と換算しますと、岐阜が７枚、名古屋が

35枚になります。合計43枚。ジャンボ宝くじ

43枚買えば、必ず１等から６等まで当たりま

す。どうぞご安心ください。１等から６等ま

で必ず当たるジャンボ宝くじです。岐阜、そ

して、名古屋の皆さんに感謝をお伝えしなが

ら、私の一般質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。 

○議長（中本正人君）５番 坂口君の一般質

問は終わりました。 

                     

○議長（中本正人君）お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会し、

明３月９日午前９時30分から会議を開くこと

にいたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中本正人君）ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決しました。 

 本日は、これにて延会いたします。ご苦労

さまでした。 

（午後４時20分 延会） 

                                       

 


